
図1 エルゴチオネインの添加による各遺伝子発現の上昇
ヒト歯肉上皮前駆細胞の培養液へのエルゴチオネイン

（EGT：1mM）の添加により，フィブリノゲン遺伝子 （FGA，
FGG）およびフィブリン安定化遺伝子（F13B）の有意な発現上
昇が確認された．
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ニュートリゲノミクスは，食品成分のnutrition（栄
養）を摂取したときに起こる生体内の代謝活動を，遺伝
子（mRNA）発現レベル等のgenomics（遺伝情報）で解
析する研究である1）．食品成分が生体にどのように作用
したかを，遺伝子発現やタンパク質，代謝産物などを
DNAマイクロアレイを用いて網羅的に解析し，その機
能を解明することを目的としている．これまでにカテキ
ンをはじめとするポリフェノール類や，ゴマのリグナン
などのさまざまな食品由来の成分の研究が進められ，利
用されてきている．
消化管におけるニュートリゲノミクスの例では，プロ

バイオティクス発酵乳としてのヨーグルトの摂取によ
り，腸管上皮細胞において，腸管の蠕動運動に関与する
L-glutamate transporterやL-glutamate decarboxylase遺伝子
の発現亢進が認められることが報告されているよう
に2），摂取した成分が消化管の機能に直接かかわること
が知られている．消化管のがんに対する作用において
も，ビタミンAの前駆体であるβ-カロテンは，大腸がん
の発がんに関与するCOX-2の発現抑制とPGE2の生成を
阻害することにより，大腸がん細胞の増殖抑制とアポ
トーシスの誘導にはたらくことが報告されている3）．ま
た皮膚への発がん物質の曝露において，柑橘類に含まれ
るフラボノイドがCOX-2・iNOS誘導を抑制することに
よりその発がんを61％抑制することや，胃がんの転移・
浸潤の抑制作用においても，フラボノイドが胃がん細胞
におけるMMP-1，9の発現を抑制することによるもので
あることが示唆されている4）．
これらのように消化管の上皮細胞におけるニュートリ

ゲノミクスは，その機能調節・がんに対する作用など
様々な報告があるが，同じく消化器系の一部である口腔
粘膜上皮についての研究はまだ多くはなされていない．
我々の研究室では，口腔におけるニュートリゲノミク

スとして，ビールの原材料であるホップや，キノコに含
まれるアミノ酸の一種であるエルゴチオネインの，口腔
粘膜上皮に対する作用に関しての研究を行っている．こ
れまで，培養細胞へのエルゴチオネインの添加により，

創傷治癒や結合組織の安定化に関わる，フィブリン安定
化因子やフィブリノゲン遺伝子の発現が上昇することが
見いだされ（図1），エルゴチオネインの摂食が直接，
口腔上皮と歯周組織の安定化に関与していることが考え
られた．今後も食物摂取時に口腔内で起きている種々の
現象を解明するため，さらなる検討を進めている．
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